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学習レベル編
【全員回答】

〇対象者：出場8校×最大4名
（分母29に対し、データは重複
回答1名分を含むため、百分率
に換算）
〇アンケート方法：コンテスト
終了後、一定期間内にQRコード
を読み取り、Google Formsにて
回答
〇回答率：103.1％
〇所属先(学校名)・学年・役割
(選手or補欠)

第6回

九州地区

高校生介護技術
コンテスト・

エントリー生徒
アンケート
【学習レベル編】

http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/


具体的な例を挙げて凡例を表示
介護福祉士（または介護職）として求められる能力について、高校や施設実習
等での介護福祉に関する学びを通して、現時点でのあなたの学習レベルを自己
評価してください。

【選択肢の解説】 例）入浴介助について

イ）知っているまたはできる⇒入浴介助の必要性や基本的な手順を知っている
または学校で実技ができる状態

ウ）わかる⇒入浴介助の手順や技術がなぜ必要か、その背景や理論を理解して
いる状態

エ）使える⇒理解した知識や技術を実際の介護現場（実習）で実践できる状態

※参考資料）介護福祉士養成課程における修得度評価基準の策定等に関する調
査研究事業報告書より項目を活用し、一部改編



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問1～問２/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問1：「介護を実践するための基本能力」

さまざまな生活背景や多様な価値観をもつ対象に対して、介護福祉の専門職

として、人権尊重や権利擁護を基盤に人間関係を形成する能力について質

問です。

• なる人を生活者と力

• 問2：「対象となる人を生活者として理解する能力」

介護の対象となる人を生活者ととらえ、身体的・心理的・社会的・実存的

（現実的）側面から全人的に理解し、生活環境やライフサイクルの観点か

らも理解することができる能力について質問です。の状況に応じた介護を実践す
る能力



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問３～問４/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問3：「心身の状況に応じた介護を実践する能力」

対象となる人をエンパワメントするかかわりや、対象となる人の心身の状況

に応じて日常生活や社会生活を支援すること、障害や認知症あるいは介護予

防や終末期などの特定の状態・状況にある人に対して支援する能力について

質問です。

• 問4：「多様な環境や状況に対応した介護を実践する能力」

介護の対象となる人の生活の場や状況に応じて支援することや、安心・安全

な生活環境を整えること、制度や社会資源を活用して支援すること、災害な

どの非常事態に対応して支援する能力について質問です。



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問５～問６/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問5：「介護過程を展開する実践能力」

知識・技術を用いてアセスメントし、アセスメントに基づき介護計画

を作成する能力です。さらに、介護計画に対して根拠に基づき生活支

援技術を適切に実践すること、実践を評価し、評価をもとに改善につ

なげる能力について質問です。

• 問6：「チームで働くための実践能力」

同職種及び多職種からなる包括的なチームで働くため、チームの一員として

の役割を自覚し協働する能力、多職種・機関などと連携する能力について質

問です。



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問７/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問7：「専門職として成長し続ける能力」

介護福祉士（または介護職）としての専門的能力を発展させながら成長し続

けていくことを意味します。そのために、実践の中で研鑽し研究することや、

介護にかかわる情報を適切な方法で発信することができる能力について質

問です。
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１７％

１３％

２７％

２３％

３０％

尊厳を保持し ,自⽴を⽀援する

対象となる人の権利を擁護する

意思表示や意思決定を⽀援する

支援に必要な人間関係を形成する

自身の健康を管理する

【学習レベル編】 １ 介護を実践するための基本能力

（百分率に換算）

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える
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１０％

生活者を⾝体的・⼼理的から理解する

生活者を社会的・実存的（現実的）側⾯から理解する

生活者をとりまく環境を理解する

ライフサイクルの観点から生活者を理解する

【学習レベル編】 ２ 対象となる人を生活者として理解する能力

（百分率に換算）

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える
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１３％

１７％

１０％

対象となる人や家族をエンパワメントする

対象となる人の⽇常生活や社会生活を⽀援する

障害のある人を⽀援する

認知症のある人を⽀援する

慢性疾患のある人を⽀援する

介護予防や社会参加の状況に応じて⽀援する

終末期の状況に応じて⽀援する

【学習レベル編】 ３ 心身の状況に応じた介護を実践する能力

（百分率に換算・集計値の合計が100％とならないものがある）

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える
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１３％

２３％

１３％

７％

生活の場や家族形態・状況に応じて⽀援する

安⼼・安全な生活環境を整える

制度やサービスなどの社会資源を活用し，⽀援する

災害などの非常事態に対応し，⽀援する

【学習レベル編】 ４ 多様な環境や状況に対応した介護を実践する能力

（百分率に換算）

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える
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２７％

２０％

１３％

２１％

対象となる人をアセスメントする

アセスメントに基づき介護計画を作成する

根拠に基づき生活⽀援技術を適切に実践する

実践を評価し，改善する

【学習レベル編】 ５ 介護過程を展開する実践能力

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える
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３０％

３７％

１７％
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チームの一員としての役割を自覚し，協働する

他の職種・機関などと連携する

【学習レベル編】 ６ チームで働くための実践能力

（百分率に換算）

知らない・できない 知っている・できる わかる 使える



１６％

１１％

３６％

３６％

２９％

３９％

１９％

１４％

実践（実習）の中で研鑽を深め，研究する

介護にかかわる情報を収集し，発信する

【学習レベル編】 ７ 専門職として成長し続ける能力

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある
知らない・できない 知っている・できる わかる 使える



事前学習編
【全員回答】

〇対象者：出場8校×最大4名
（分母22のデータは重複回答
１分名を含む＆未回答校1校が
るため、百分率に換算）
〇アンケート方法：コンテス
ト終了後、一定期間内にQR
コードを読み取り、Google 
Formsにて回答
〇回答率：103.2％
〇所属先(学校名)・学年・役割
(選手or補欠)

令和6年度

九州地区高校
生介護技術コ
ンテスト・

エントリー生
徒アンケート
【事前学習編】

http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/


見出しで選択肢の解説を表示

事前課題の学習に向けたチームの学習過程の視点について、評価してください。

【選択肢の解説】

1 情報収集した⇒必要な情報を取り出したり収集したりした（本やインター

ネットで調べたり、専門職にアドバイスを受けるなど）

2 整理・分析した⇒収集した情報を整理したり分析したりして思考した

3 まとめ・表現した⇒気づきや発見、考えなどをまとめ、利用者役と介護者に

分かれて演習やプレゼンなどの課題検討に取り入れた

参考資料）介護福祉士養成課程における修得度教科基準の策定等に関する調査
研究事業報告書より項目を活用



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問1～問２/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問1：「介護を実践するための基本能力」

さまざまな生活背景や多様な価値観をもつ対象に対して、介護福祉の専門職

として、人権尊重や権利擁護を基盤に人間関係を形成する能力について質

問です。

• なる人を生活者と力

• 問2：「対象となる人を生活者として理解する能力」

介護の対象となる人を生活者ととらえ、身体的・心理的・社会的・実存的

（現実的）側面から全人的に理解し、生活環境やライフサイクルの観点か

らも理解することができる能力について質問です。の状況に応じた介護を実践す
る能力



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問３～問４/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問3：「心身の状況に応じた介護を実践する能力」

対象となる人をエンパワメントするかかわりや、対象となる人の心身の状況

に応じて日常生活や社会生活を支援すること、障害や認知症あるいは介護予

防や終末期などの特定の状態・状況にある人に対して支援する能力について

質問です。

• 問4：「多様な環境や状況に対応した介護を実践する能力」

介護の対象となる人の生活の場や状況に応じて支援することや、安心・安全

な生活環境を整えること、制度や社会資源を活用して支援すること、災害な

どの非常事態に対応して支援する能力について質問です。



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問５～問６/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問5：「介護過程を展開する実践能力」

知識・技術を用いてアセスメントし、アセスメントに基づき介護計画

を作成する能力です。さらに、介護計画に対して根拠に基づき生活支

援技術を適切に実践すること、実践を評価し、評価をもとに改善につ

なげる能力について質問です。

• 問6：「チームで働くための実践能力」

同職種及び多職種からなる包括的なチームで働くため、チームの一員として

の役割を自覚し協働する能力、多職種・機関などと連携する能力について質

問です。



見出しにて質問の意図をそれぞれ
に表示（問７/全7問中）
問1 介護を実践するための基本能力

• 問7：「専門職として成長し続ける能力」

介護福祉士（または介護職）としての専門的能力を発展させながら成長し続

けていくことを意味します。そのために、実践の中で研鑽し研究することや、

介護にかかわる情報を適切な方法で発信することができる能力について質

問です。
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５９％

５０％
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５０％

５５％

尊厳を保持し、自⽴を⽀援する

対象となる人の権利を擁護する

意思表示や意思決定を⽀援する

⽀援に必要な人間関係を形成する

自身の健康を管理する

【事前学習編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある
１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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４１％

４５％

４１％

５５％
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４１％

５０％

３６％

生活者を⾝体的・⼼理的から理解する

生活者を社会的・実存的（現実的）側⾯から理解する

生活者をとりまく環境を理解する

ライフサイクルの観点から生活者を理解する

【事前学習編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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３６％

３１％

５９％

５９％

４１％

３６％

１８％

対象となる人または家族をエンパワメントする

対象となる人の⽇常生活や社会生活を⽀援する

障害のある人を⽀援する

認知症のある人を⽀援する

慢性疾患のある人を⽀援する

介護予防や社会参加の状況に応じて⽀援する

終末期の状況に応じて⽀援する

【事前学習編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある
１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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２３％
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生活の場や家族形態・状況に応じて⽀援する

安⼼ ・安全な生活環境を整える

制度やサービスなどの社会資源を活用し、⽀援する

災害などの非常事態に対応し、⽀援する

【事前学習編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある
１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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対象となる人をアセスメントする

アセスメントに基づき介護計画を作成する

根拠に基づき生活⽀援技術を適切に実践する

実践を評価し、改善する

【事前学習編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した



0

５％

５％

１４％

３６％

４５％

５９％

３６％

チームの一員としての役割を自覚し、協働する

他の職種・機関などと連携する

【事前学習編】

（百分率に換算）

１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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実践（実習）の中で研鑽を深め、研究する

介護にかかわる情報を収集し、発信する

【事前学習編】

（百分率に換算）

１ 検討していない ２ 情報を収集した ３ 整理・分析した ４ まとめ・表現した
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課題検討編
【全員回答】

〇対象者：出場8校×最大4名
（分母29に対し、データは重
複回答１分名を含むため、百
分率に換算）
〇アンケート方法：コンテス
ト終了後、一定期間内にQR
コードを読み取り、Google 
Formsにて回答
〇回答率：110.1％
〇所属先(学校名)・学年・役割
(選手or補欠)

令和6年度

九州地区高校
生介護技術コ
ンテスト・

エントリー生
徒アンケート
【課題検討編】

http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
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３％

３％
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３％

７％

７％

２０％

５０％

７０％

５０％

３７％

４３％

２０％

４０％

４０％

１．自分から積極的に行動し，課題検討に貢献することができた

２．問題の本質（求められていること）を正確に把握することができた

３．適切な介護技術の実践について考案することができた

４．自身の意見や判断に対する適切な情報の裏付けや根拠を示すことができた

【課題検討編】 №１～№４/全１６問中

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ まったくそう思わない ２そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う



７％

３％

0

７％

１０％

１６％

0

１７％

４７％

５８％

４７％

４７％

３７％

２３％

５３％

３０％

５．異なる視点や意見を総合的に考慮し，自分の意見を形成することができた

６．自分の意見や考えを適切に伝えることができた

７．他のメンバーの意見や考えを適切に聞き，理解することができた

８．与えられた時間内でやるべきことを適切にコントロールすることができた

【課題検討編】 №５～№８/全１６問中

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ まったくそう思わない ２そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う



７％

３％

0

７％

７％

１０％

７％

１３％

４０％

４７％

５３％

５０％

４７％

４０％

４０％

３０％

９．自分の気持ち（プレッシャーや緊張など）を適切にコントロールし，継続的に取り組むことができた

10．新しい情報やアイディアを積極的に探求することができた

11．異なる視点やアプローチを探求して問題を多角的に理解することができた

12．クリエイティブで斬新なアイディアや解決策を考えることができた

【課題検討編】 №９～№１２/全１６問中

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ まったくそう思わない ２そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う
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３７％
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２７％

３３％

５３％

５７％

13．自分の個性や独自性を表現する機会があった

14．課題検討を通じて，自分自身に対する満足度や自信を感じることができた

15．チームの中で，与えられた役割を担うことができた

16．チームで協力することの意義や価値を実感することができた

【課題検討編】 №13～№16/全１６問中

（百分率に換算）

１ まったくそう思わない ２そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う



競技編
【全員回答】

〇対象者：出場8校×最大4名
（分母29に対し、データは重
複回答１分名を含むため、百
分率に換算）
〇アンケート方法：コンテス
ト終了後、一定期間内にQR
コードを読み取り、Google 
Formsにて回答
〇回答率：103.2％
〇所属先(学校名)・学年・役割
(選手or補欠)

令和6年度

九州地区高校
生介護技術コ
ンテスト・

エントリー生
徒アンケート
【競技編】

http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/
http://localhost/


見出しで役割毎に凡例を表示

介護技術コンテストの実技や実技応答の場⾯について、評価して
ください。

• 競技者（2名）は自分の競技やアピールを振り返って、自己評
価してください。

• 競技者以外は、チームの競技やアピールや質疑応答を見て、自
分のチームを評価してください。
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0

0

0
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７７％

６６％

１．利用者とのコミュニケーションは適切にできた

２．利用者を個人として尊重できた

３．利用者の自己決定を尊重できた

４．利用者の自立に向けた支援ができた

５．利用者の安全や安楽への配慮ができた

６．個人因子や環境因子に基づいて支援できた

【競技編】

（百分率に換算）

１ まったくそう思わない ２ そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う
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１０％
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２３％

５３％

５７％

５７％

４３％

７３％

７３％

７．手際よく介護ができた

８．根拠に基づいて説明ができた

９．実際に行った介護について説明できた

１０．介護の創意工夫点を説明できた

１１．チームメンバーとの協力と連携が取れた

１２．介護技術の向上や新たなチャレンジに向けて取り組みたい

【競技編】

（百分率に換算）・集計値の合計が100％とならないものがある

１ まったくそう思わない ２ そう思わない ３ そう思う ４ 強くそう思う
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２ 競技を終えての自己評価（人数）



ポジティブさの度合いを3段階で分類
【全29個中 高度 7個】



ポジティブさの度合いを3段階で分類
【全29個中 中度 ５個】



ポジティブさの度合いを3段階で分類
【全29個中 低度 １７個】１/２



ポジティブさの度合いを3段階で分類
【全27個中 低度 １７個】２/２



カテゴリーごとで表記 【全25中7個】１/３



カテゴリーごとで表記【全25個中11個】2／3



カテゴリーごとで表記【全25個中７個】3／３



全国高校生介護技術コンテストは「高等学校で福祉を学ぶ生徒が、介護技術を競い合うこ
とにより、高校生の介護技術を高めるとともに、様々な介護場面において、適切かつ安全
に支援できる能力を育成することができる」という意義のもと開催されています。
その中で、九州地区はこれまで全１１回の開催の中で、最優秀賞8回、優秀賞９回受賞と

いう成績を残しています。また、大会運営及び生徒へのご指導に携わる先生方や、出場す
る生徒達の絶え間ない努力の成果により「高校生介護技術コンテスト」は社会的にもその
認知度を高めています。 

この度、課題等作成委員会より、１０年の節目を迎えた高校生介護技術コンテストのこ
れまでの課題等を整理するとともに、生徒の学びを見える化し、今後のコンテストを創造
していく上での重要な参考に資するために、アンケートを実施する提案がありました。内
容は昨年度、全国福祉高等学校長会が「さんフェア福井」で行ったアンケートを一部改編
したものとなります。

九福高25号 令和６年８月１６日九州地区福祉高等学校長会 文書より抜粋、
下線部最新回数に加筆修正
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